
施設運営の方針

「安心してやすらぎのある生活」を送っていただけるよう施設サービスの充実に努めます。

3月４日　ひな祭り会 春の歌をカラオケで、アカペラで

皆さんで顔を思い思いに描き 歌い、おやつに甘酒を頂きました。

ました。可愛らしくしおらしく…

介護でお困りのことがございましたら、どんなことでもお気軽にご相談ください。

月曜日から金曜日の平日9時～17時に事務所へお越しください。お待ちしております。

連絡先：0276-56-9357

ご家族様へ

　新型コロナウイルス感染症予防のため、現在面会を禁止しております。また、業者の出入りも

　制限している次第です。いつまで続くか分からない状況の中、ご家族様の不安が募っているのでは

　ないでしょうか。体調変化や連絡事項がある場合には個々に連絡させていただいておりますが

　近況などを知りたいなど、連絡いただければお答えできますので遠慮なく問い合わせください。

介護支援専門員：石原

社会福祉法人毛里田睦会　特別養護老人ホーム毛里田 2020年4月1日発行（016号）

法人理念：多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することに

より、利用者が、個人の尊重を保持しつつ、心身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立

した日常生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的とする。

法人使命：「志と誇りを高く！自分も周りもしあわせに！そして、円満へ。」

＊仏教の『自利利他円満』の教えより　　     　社会福祉法人　毛里田睦会　理事長　長谷川俊道

一足早い春の花を目の前

にして、自然と笑顔が溢

れました。「苦手…」と

言いながら花を手に取り

はさみで長さをそろえ

「きれいねぇ」とまんざ

らでもない様子。
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4月の行事予定 4月のお誕生者様

堀越様 6日 87歳

河田様 11日 99歳

河田様 21日 95歳

介護より 医務より

調理より マメ知識

〒373-0016　太田市矢田堀町361番1　℡0276-56-9357　Fax0276-56-9358

E-mail：info@tokuyou-morita.com

HP:https://www.tokuyou-morita.com/

ひな祭りのちらし寿司

今は目の前にさくらが咲いているのに、ちょっと出かけて

お花見をするなんてことも慎重にならざるを得ない状態で

す。長引きそうな気配ですが落ち着いたらその時はご家族

の方々も参加されて一緒におまんじゅうを丸められたら入

居者様もどんなに喜ばれるかと思うのです。

認知症の症状や対応の仕方などを学ぶ「認知症サポーター

養成講座」を受講すれば、どなたでも「認知症サポー

ター」になることが出来ます。認知症サポーター養成講座

を実施しているのは、都道府県や市町村、職域団体、学校

などです。認知症サポーター養成講座を受講した方には、

認知症サポーターの証として「オレンジリング（ブレス

レット）」が渡されます。また、認知症の方へ声をかける

ときや支援するときなどに活用できる、認知症サポーター

の証となるカード「認知症サポートカード（1枚30円）の

申し込みができます。「認知症サポーター養成講座」で

は、認知症の基礎知識、認知症の方と接するときの心構

え、声掛け・対応の仕方などを学ぶことが出来ます。受講

費は原則として無料で、所要時間の目安は60～90分です。

講師は認知症について専門的な知識を持ち、県などが開催

する養成研修を修了した「キャラバンメイト」が努めま

す。次回認知症サポーターの役割についてを掲載します。

特別養護老人ホーム毛里田　連絡先

お花見・散策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ロナウイルス感染症が拡大しておりますが、当施設

ではありがたいことに感染者は出ておりません。手

洗いや換気、健康状態の把握と、これからも最善の

注意を払っていきますので、ご家族様にも今まで通

りご協力をお願いいたします。また、面会が再開さ

れるまでもうしばらくお待ちください。今後も太田

協立診療所医師・看護師と連携を取り、ゲスト様の

小さな変化にも気づけるよう、体調管理をサポート

していきたいと思っております。宜しくお願いいた

します。

管理栄養士：前原陽一 『認知症サポーター』になるためには：石原

今年度は入居者様と職員が一緒になって料理をしたりお菓

子を作ったりの参加型の行事が出来たらと思い調整してい

ます。うどんを打ったり、まんじゅうを作ったりするのは

職員の方がほうが教わることになるかもしれません。

生活相談員：亀井昌美 看護職員：小林

～タクティールケア～

スウェーデンにおいて認知症の人のQOL(生活の質）

の向上、またそれに必要なコミュニケーションの方

法として確立されています。認知症指導者として活

躍してきた、パルブロ・ベック・フリース教授は

「認知症緩和ケア理念」を支えるのは、①症状のコ

ントロール②チームワーク③家族支援④コミュニ

ケーション関係の4つの柱が、同時に過不足なく行わ

れることであると考えられています。タクティール

ケアの最大の目的は、安心感を持ってもらうことで

す。やわらかく包み込むように触れていくことで、

さまざまな効果をもたらすタクティールケア。そこ

には”絆ホルモン”と言われるオキシトシンが深く関与

されていると言われています。当施設でも、ケアの

一環として導入させて頂いております。


